
 

 

 

 

 

気象災害担当者会議の開催 
～農業用ハウスデータベースを活用した気象災害報告について～ 

 

近年気象変動の影響から降雪、台風によるパイプハウス等の被害が多発する傾向にあり

ます。平成 30 年も降雪による被害に始まり、夏から秋にかけて台風 20 号、21 号が連続し

て本県を通過、接近し被害件数も多く、それに伴う災害調査、報告事務量も多くなりまし

た。このようななか、迅速な報告が求められるようになり、災害調査、報告事務の省力化、

迅速化を図ることができないか検討した結果、農業用ハウスのデータベースを作成し、こ

れを活用した災害調査、報告事務が有効な手段ではないかと考えられました。 

 

このため、気象災害担当者会議を開催し、市町担当者に農業用ハウスのデータベースの

作成と災害調査を当課と合同で行うことについて協力依頼しました。データベースの作成、

データの維持管理は当課の窓口担当と市町が協力して作成し、これを災害調査の台帳とし

て利用することで調査時の記入事項を最小限にできること、ならびにデータベースを活用

した具体的な報告事務の方法について、普及担当と推進担当からそれぞれ説明しました。

また、普及担当からはデータベースを使って台風等による災害が予想される場合は事前に

生産者に対策を呼び掛けたり、園芸振興への活用も提案しました。 

 

参加した市町担当者からは「大変良い取り組みだ。」という意見ともに、協力していただ

けることを了承いただきました。また、1 年に 1 回担当者会議を開催し、気象災害報告の

要領、データベースおよび災害の現地調査方法等について、関係機関で毎年確認できるよ

うにして欲しいという要望もありました。 

 

当課では来年度からの運用をめざし、農業用ハウスのデータベースの作成を市町と協力

して進めていきます。また、市町と協力を図れるよう担当者会議を定期的に開催します。 
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